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問1 沈殿A~Eの化学式および， ろ液Vに含まれる金属イオンのイオン式を記

せ。

問2 操作(1)において． 塩酸を加え ， 沈殿Aが生じた後の水溶液中の塩化物イオ

ン濃度が， 1. 0 mol/Lであった。 このとき， 沈殿Aを構成する金属イオンの

水溶液中の濃度を求めよ。 沈殿Aの溶解度積は2. 0 X 10 ―10 (mol/L) 2 とす

る。 なお，計算による解答の有効数字は2桁とし， 解答欄には計算の過程も示

せ。

問3 下線部①の化学変化をイオン反応式で表せ。

問4 沈殿Cを含む水溶液を加熱すると， 沈殿Cは黒色に変化した。 これをろ過

して集め， 1000℃以上で強く熱したところ赤色固体が143mg得られた。 赤 

色固体に変化した沈殿Cの物質量を求めよ。 なお， 計算による解答の有効数 

字は3桁とし， 解答欄には計算の過程も示せ。

問5 下線部②の操作について． 次の設問a~cに答えよ。

a 硫化水素を取り除かないで， 希硝酸を加えた場合では ， 硫化水素と希硝酸

の酸化還元反応が起こる。 希硝酸は酸化剤として働くと， 一酸化窒素に変化

し， 硫化水素は遼元剤として働くと． 硫黄に変化する。 これらの変化を， 篭

子e― を用いたイオン反応式でそれぞれ表せ。

b 設問aのイオン反応式をもとに， 硫化水素と希硝酸が反応したときの酸

化還元反応を化学反応式で表せ。

c この操作において， 希硝酸を加える理由を説明せよ。
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問6 下線部③の試薬Xに該当するものを次の（ア） ～ け）より1つ選び， 記号で答

えよ。

（ア）NaOH

江）Ks [Fe (CN) 6] 

（イ） NH3

切 KSCN

（ウ）応[Fe(CN)且

問7 操作(3)と(7)では いずれもろ液に硫化水素を通じる操作を行っているが， 操

作(3)では沈殿Dは生じない。 これは操作(3)と(7)を行った際の実験条件の違い

によるが， この実験条件の違いとは何か， 簡潔に答えよ。

問8 操作（8）において． 炭酸アンモニウム水溶液の代わりに， 炭酸ナトリウム水溶液

を用いることは適切な操作といえるか。 理由を含めて答えよ。
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